
第 ４ ５ 回  浄 土 宗 総 合 研 究 所 公 開 シ ン ポ ジ ウ ム 

岐路に立つ、これからの「お葬式」 
― 死 者 と 共 に 生 き て ゆ く ― 

本日のスケジュール               ※質問は質問票と Q＆A機能にて受付 

１３：００ 開会の辞 ： 司会 工藤量導 （ 浄土宗総合研究所研究員、大正大学非常勤講師 ） 

挨拶 浄土宗宗務総長 川中光敎 

挨拶 浄土宗総合研究所所長 今岡達雄 

１３：１０ 趣旨説明 ： 工藤量導 

１３：２５ パネリスト発表 （前半） （各２０分、計４０分） 

①「日本社会と葬送の変動 ―葬列から終活ブームまで―」 

問芝志保 （ 東北大学大学院准教授／宗教社会学 ） 

②「寺院へのアンケート調査からみるコロナ禍が葬送に与えた影響」 

小川有閑 （ 大正大学地域構想研究所・BSR推進センター主幹研究員／宗教学 ） 

１４：０５ 休憩 （１０分） 

１４：１５ パネリスト発表 （後半） （各２０分、計６０分） 

③「これからのお葬式―本質から葬送を考える―」 

是枝嗣人 （ クローバーグループ 小金井祭典株式会社 代表取締役／葬儀分野 ） 

④「コロナ禍における婚礼の現状と「お葬式」との共通点」 

杉浦康広（ 目白大学短期大学部ビジネス社会学科専任講師／ホテル・ブライダル分野 ） 

⑤「葬儀の読経と意味」 

石田一裕 （ 浄土宗総合研究所研究員、大正大学非常勤講師／仏教学 ） 

１５：１５ 休憩 （２５分） 

１５：４０ 全体ディスカッション （質疑応答） （７５分） 

パネリスト ： 問芝志保、小川有閑、是枝嗣人、杉浦康広、石田一裕 

コーディネーター ： 工藤量導 

１６：５５ 閉会の辞 ： 司会 工藤量導 

挨拶 浄土宗総合研究所副所長 戸松義晴 

 



登壇者プロフィール 

 

問芝 志保（といしば しほ） 

1984年、北海道札幌市生まれ。筑波大学第二学群比較文化学類卒業、大正大学大学院文学研究科宗教

学専攻修士課程、筑波大学大学院人文社会科学研究科哲学・思想専攻一貫制博士課程修了。博士（文

学）。浄土宗総合研究所「災害対応の総合的研究」研究スタッフ（2013～2017年）、日本学術振興会特別研

究員、大正大学非常勤講師等を経て、2022年 4月より東北大学大学院准教授（文学部宗教学専修）。著書

に『先祖祭祀と墓制の近代――創られた国民的習俗』（春風社、2020年）など。 

 

小川 有閑（おがわ ゆうかん） 

1977年生まれ。東京大学大学院人文社会系研究科博士課程単位取得退学。専門は宗教学。現在、大正大

学地域構想研究所・BSR推進センター主幹研究員、東洋大学非常勤講師、東京教区蓮宝寺住職。多摩・武

蔵野地区で葬送や医療、福祉関係者とつくるライフエンディング研究会も主宰している。 

 

是枝 嗣人（これえだ つぐと） 

1979年東京都出身。立正大学仏教学部仏教学科卒業。2007年小金井祭典株式会社設立。当事者の気持

ちに寄り添いながら数々の「唯一無二のお葬式」をコーディネート。グリーフサポートの専門家としても活動し、

伝統的な葬儀の良さを踏襲しながらも、大切な人を亡くした方の哀しみを癒す作業(グリーフワーク)を実践す

る場としての”おみおくり”を提案し続けている。「ちょっと訊ける場所めぐる」というサロンを設け、お葬式のみな

らず地域住民のお困ごとのライフサポートを引き受けている。ラジオレギュラー番組「是枝つぐとのおみおくり

百科」CRT栃木放送・YBS山梨放送にて毎週放送中、著書「日本一笑顔になれるお葬式」扶桑社より出版。 

 

杉浦 康広（すぎうら やすひろ） 

1973年生まれ。神奈川県横浜市出身。大学卒業後、株式会社京王プラザホテル入社。宴会サービス、宴会

予約、ウエディング担当と宴会部門でのキャリアが大部分を占める。2019年より、目白大学短期大学部ビジ

ネス社会学科専任講師。専門はホテル・ブライダルを中心としたホスピタリティ。投稿論文に「結婚披露宴に

おけるスタイルの変化と今後の動向に関する考察」（2021年）などがある。 

 

石田 一裕（いしだ かずひろ） 

1981年生まれ。博士（仏教学）。浄土宗久保山光明寺住職。浄土宗総合研究所研究員、大正大非常勤講

師。高校卒業後、元全日本仏教会理事長の白幡憲佑に弟子入り、久保山光明寺にて修行。その後は都内寺

院での勤務、副住職を経て２０２２年より、久保山光明寺住職。専門はインド部派仏教研究。著書に『お坊さん

はなぜお経を読む？』など。 

 

工藤 量導（くどう りょうどう） 

1980年生まれ。大正大学大学院博士後期課程終了（博士・仏教学）。専門は中国隋唐代の浄土教思想。著

書に『迦才『浄土論』と中国浄土教―凡夫化土往生説の思想形成―』（法藏館、2013年）がある。現在、浄土

宗総合研究所研究員、浄土宗教学院主事、大正大学非常勤講師、淑徳大学兼任講師、浄土宗本覚寺（青

森県今別町）副住職。浄土宗総合研究所・浄土宗の平等思想と LGBTQ研究プロジェクト主務。 



シンポジウム趣旨説明 
 

浄土宗総合研究所研究員・大正大学非常勤講師 

コーディネーター：工藤量導 

 

1 

 

１、葬儀の多様化・簡素化―ウィズコロナからアフターコロナへ 

⚫ 毎日新聞「変わらぬコロナ葬 最後の対面、許されず」（2022年 8月 29日） 

（https://mainichi.jp/articles/20220829/ddm/041/040/085000c） 

⚫ 読売新聞「コロナ感染者の葬儀、制限を大幅緩和…「納体袋」は不要に」（2023年 1月

7日）      （https://mainichi.jp/articles/20220829/ddm/041/040/085000c） 

⚫ 大河内大博「ウィズコロナ時代に寺院はどう向き合うのか」（『和合』令和 3年 3月号） 

・ コロナ禍の弔い 

➢ 多くの自治体で新型コロナで死去した場合、先に火葬され、収骨に立ち会えな

いケースが多数発生。厚労省・経産省の旧ガイドライン（2020 年 7 月 29 日）

の時点で、通常通りの葬儀執行（できる限り遺族の意向を尊重）を推奨。 

・ 新型コロナによる死別の複雑性 

➢ 突然死の別れに近い、後悔が残るあいまいな喪失、厳しい社会からの眼差し。 

➢ 葬送儀礼のグリーフケアの機能（遺族の受け止め、心の整理のサポート）。 

⚫ 朝日新聞「（フォーラム）葬儀式、私はこう考える」 

（https://mainichi.jp/articles/20220829/ddm/041/040/085000c） 

・ 進む死の個人化、私たちに宿題 ―誰もが尊厳をもって弔われる仕組みを 

・ 極端な簡素化は反対／身内だけ理想   生前葬を／時代で変化 

・ 派手な国葬、社会の現実とズレ ―もはやぜいたく品、全体が縮小サイクルに 

⚫ 鎌倉新書 第 5回お葬式に関する全国調査（2022年） 

（https://www.kamakura-net.co.jp/newstopics/9302/） 

⚫ 全日本仏教会、全日本葬祭業協同組合連合会「葬儀に関わる僧侶の実態調査」（2022年） 

（http://www.jbf.ne.jp/info/detail?id=16091） 

⚫ 山陰中央新報デジタル「コロナと暮らし 最後の別れ 家族葬主流に 「少人数」「焼香

のみ」 弔い不足訴える声も」（https://www.sanin-chuo.co.jp/articles/-/336745） 

・ 以前は一日をかけての参列が当たり前だったが、遺族以外は焼香して一時間もせ

ずに会場を後にすることも…。➡弔い不足の感 

・ 「故人の死を遺族だけで受け止めることが増えている」（大正大学・高瀬顕功専任

講師） 

➢ 従来は遺族以外の弔問が、心情的な分かち合いになっていたが、今は死別の悲しみ

が遺族のみに一気に押し寄せる状況。 

➢ 一般葬の衰退（家族葬の標準化）は、潜在的な「悔いを残す人」（友人・知人）の

増加にもつながる。 

⚫ 「みんなの墓」ホームレス支援ボランティア団体ひとさじ会…結の墓、山友会の墓 

・ 誰にも気づかれず忽然と消えゆく命…路上死の場合、誰もその人を見送ることも

できない。仲間たちが手を合わす場所すらない、人生のあきらめ 



 

 

・ 孤独を分かち合ってゆくために…せめて無縁仏とならないように、人としての尊

厳を保ちながら旅立つことができるように 

・ みなが手を合わせてくれるお墓…死後も大切な仲間とつながっていられるという

安心の「場」、現世から来世（極楽浄土）まで続くツナガリという心の支え 

 

２、狭義の「葬儀式」と広義の「お葬式」 

⚫ 原田曜平・小祝誉士夫『アフターコロナのニュービジネス大全―新しい生活様式×世界

15 カ国の先進事例―』（ディスカヴァー・トゥエンティワン、2021年 7月） 

「共通するのは、高額の商品やサービスではなく、快適に過ごす“時間”こそが贅沢という

発想。コロナによって人々の価値観は大きく変わったのだ」 

➢ 「時間」というキーワードから、狭義の「葬儀式」だけでなく、広義の「お葬式」

という観点から意見交換を行う 

⚫ 葬儀に関わる様々な“時間“ 

・ 2500年前 …仏教を開いた釈尊＆浄土三部経 

・ 日本古代～中世 …徐々に仏教が葬送儀礼と関わってゆく 

・ 1900年頃 …日本近代における先祖祭祀＆墓制について 

・ 2010年頃 …近年におけるブライダル業界のトレンド 

・ 2020年頃 …コロナ禍における葬儀の簡略化、コロナ禍の影響 

・ 寺院との日常的交際 …月参り、年忌法要、定期法要、寺院行事 

・ 臨終～葬儀当日 …訃報、搬送、遺体安置と枕飾り、打ち合わせ、納棺、その他 

・ 葬儀式 …到着、打ち合せ（葬儀社、遺族）、開式、入場、読経、閉式 

➢ お花入れ、告別式、出棺、火葬、骨上げ、会食、お見送り 

・ 当日～年忌供養…初七日、満中陰忌、納骨、お墓、グリーフケア 

・ 読経・儀礼 …読誦聖典、授与戒名、引導作法、念仏（十念） 

・ 年回忌 …満中陰忌、一周忌、三回忌、七回忌… 

・ 弔い上げ …三十三回忌、五十回忌 ? 御先祖 

 

３、死者の復権 

⚫ 今岡所長からの問題提起 

「“死者の復権”というテーマを考えてほしい。現代社会は〈死者〉と〈生者〉の勢力争い

になっていて、とりわけコロナ禍で生者側の論理が強くなってしまったのではないか？」 

・ 「死者の復権＝しっかり悲しむことの復権（グリーフサポート?）」ではないか。 

・ “時間“という観点からいえば、「臨終前～葬儀当日～年忌法要～弔い上げまでの

保証」ともいえる。 

・ お葬式とは「死者の声を聴き、死者と共に生きてゆくための儀式」なのでは？ 

⚫ 末木文美士編『死者と霊性―近代を問い直す』（岩波書店、2021年） 

広
義
の
「
お
葬
式
」 

狭
義
の
「
葬
儀
式
」 



 

 

◇末木文美士： 

・ 葬式仏教の問い直し（死者・他者論） 

➢ 「自分の死」から「他者の死」へ 

➢ 死者とのつながり（東日本大震災） 

・ 死者問題の再提起（宗教、政治、原発、コロナ禍） 

◇若松英輔： 

・ “死者”という言葉は多義的 

➢ 西田幾多郎は「生きている死者」の意味、実在として憶うことは死者への供物 

◇中島岳史： 

・ エピデミックでの死者への敬意（ジョルジュ・アガンベン／イタリア） 

➢ あいまいな喪失、死に切れていない ➡ 死者として存在 

⚫ 鈴木岩弓・磯前順一・佐藤弘夫『〈死者／生者〉論』（ぺりかん社、2018年） 

◇山形孝夫： 

・ アフリカのウガンダに「生きている死者」（まだ日の浅い死者）という観念がある。 

➢ 戦前の日本社会も同様（仏壇と神棚＝死者たちの空間） 

◇鈴木岩弓： 

・ かつて死を語ることはタブーだった（脳死問題が変化の契機か） 

・ 死者とは誰か？ 

①一人称の死者、②二人称の死者、③二・五人称の死者（先祖、英霊）、④三人称の死者 

・ 日本における“死者の記憶”保持のメカニズム 

➢ 死者は「弔い上げ」を契機に先祖という集合名詞となり、やがて一般化し忘却さ

れてゆく（②➡③➡④）。 

➢ グリーフワークの正常なプロセス（時間） 

・ 土葬時代の伝統的社会の流れ 

➢ 関わりを持つ生者：イエの構成員、親族、地縁、僧侶など 

➢ かつて“死者の記憶“はイエの構成員を中心に担われた 

・ 現在は「葬送専門業者」の関わりが顕在化している 

➢ 家族形態の変化が致命的な影響をもたらしている 

⚫ 貞極『蓮門住持訓』現代語訳（浄土宗出版、2005年） 

・ 貞極（1677～1756）は、江戸時代中期の浄土宗の学僧であり、質素を心がけ、戒を持

することを重んじた。『蓮門住持訓』は浄土宗僧侶のあり方、生き方について事細か

く説示した教訓書。 

「今時の住職を勤める僧を見ると、檀家の扱いが甚だ粗略であるから寺が衰微するのであ

る。檀家を大切にすれば、自ずと寺は繁栄するのである。その檀家というのは生きている

檀家ではない。お亡くなりになった檀家である」（師である厭求上人の言葉） 
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第 45回 浄土宗総合研究所公開シンポジウム 

葬儀の読経と意味 

浄土宗総合研究所研究員/浄土宗久保山光明寺住職 

石田一裕 

仏の本願の称名なるが故に声を本体とは思召すべきにてそうろう 

 

1.発表の狙い 

「葬儀における読経の意味」を葬儀の導師の経験を通して考えてみること 

 

浄土宗の葬儀（『新纂浄土宗大辞典』「葬儀式」より） 

死者を弔うための一連の儀式。遺体の処理、死の社会的確認、伝統的地域共同体の地縁血

縁者による喪家はじめ地域社会全体の精神的物質的な危機の克服、先祖への仲間入り、家

業繁栄・子孫安寧などの守護祈願、遺族・親族の悲嘆の軽減、関係者の仏道への導入、な

どの意味・目的もある。浄土宗において葬儀式は、阿弥陀仏の来迎引摂を仰ぎ、故人に剃

度・引導作法を行って仏弟子とし、念仏を称えて極楽往生を念じすすめる儀式である。よ

って、故人の極楽往生を遂げせしめることが第一義であり、娑婆での生との別離と極楽へ

の再生を果たすものである。 

 

宗教や宗派ごとに「葬儀」の意味があるはずだが、この発表ではそれを踏まえつつ、自分自

身とその場をメタな視点から観察し、記述する。 

 

2.読経とは：お経は誰の言葉か？ 

経とはブッダや祖師の言葉＝私の言葉ではなく、他者の言葉 

⇒読経は「読む私」と「書かれた経」の出会い 

 

下田正弘「仏とは何か？」 

経典は「如是我聞、一時仏在……」から始まります。経典の冒頭において、伝承の中でま

ず確認されねばならないのは、「自己の存在」と「ブッダの存在」であります。この二つ

は同時に存在が確認される事柄となっています。（中略）この経典で語られるブッダは、

かつて歴史上の特定の時期に存在した歴史的ブッダですが、それが自分を通して現在に

呼び戻されているのです。1 

⇒声に出して経文を読むとき、遥か昔に滅したブッダが、そこにあらわれている。 

 

1 下田正弘 1999 「仏とは何か？」、『駒沢短期大学仏教論集』5、1-17 



3.葬儀について 

仏式葬儀の要素 

①遺体あるいは遺骨や遺影  

②参列者（遺族親族・弔問者） 

③導師（僧侶） 

 

①遺体あるいは遺骨や遺影 

死そのもの、あるいはそれを象徴するもの。失われたもの。 

それは「生」とは反対にあるものであり、非日常、あるいはあの世に属している。 

 

②参列者（遺族親族・弔問者） 

生そのもの、残されたもの。「死」とは反対にあるものであり、日常、あるいはこの世に

属している。 

 

③導師（僧侶） 

生と死を結びつける担い手、その意味で生と死の場の Conductor（導師＝指揮者）。日常

と非日常のはざまにあるもの。 

 

葬儀はあの世とこの世を結びつける 

 

高橋原は「儀礼の力」で例にまつわる宗教者の対応について以下のように指摘する(p.58)。 

相談相手として宗教者がすぐれている点があるとすれば、そのひとつが、彼らが何らかの

御利益が期待される儀礼の執行者として社会に存在しているということである。 

 

また同書は被災地の宗教者が心霊相談に対して辛抱強く話を聴き、僧侶であれば経文を唱

えること、神職であれば祝詞を奏上すること、牧師であれば聖書の一節を読むこと、などの

儀礼的な対応がありうることを指摘している（p.34）2。 

 

声はいろいろな宗教の儀礼において役目を果たしている。 

 

宗教的な祈りの声には「生と死」「この世とあの世」「私と仏」などを結びつける機能がある

のでは。 

 

葬儀の導師の声は死者や仏の呼びかけであり、かつその声は参列者にも届くものである。 

 

2 高橋原・堀江宗正『死者の力』岩波書店、2021 



供養の場における読経の意義 

⚫ 導師は生と死の両方に属する存在 

⚫ 読経の声は導師を音源として同心円状に広がることで、その場を結び付ける 

⚫ それゆえ読経の声は、生きている人々の思いを故人へ届けながら、故人の思いを生

きている人々に届けている 

 

拙著『お坊さんはなぜお経を読む』より 

お坊さんは、お経を読みます。仏さまからの教えを語り継ぎ、その中で自分自身が仏さま

を近くに感じるために。 

 

お坊さんは、お経を読みます。その声の中で、死別に苦しむ人々の想いと亡くなった方と

の想いが結び付くようにと祈りを込めて。 

 

お坊さんは、お経を読みます。時を超えて、仏さまの前でさまざまなつながりが生まれる

ことを願って。 

 

これからの「お葬式」のために 

声の力を確認する 

よい声とは何かを追求し続ける 

聞きやすい音程、木魚や鐘のリズムなど音楽的な要素の追求 

 

死・仏・あの世と向き合う 

導師の声はまずあの世へと向かっていくので、その実在を信じることが重要。 

死はすべての終わりではなく、新たな生のスタート。 

声と体を用いた儀礼を通じて、あの世にリアリティを付す。 

 

この世の声を拾うこと、そしてそれによって伝えること 

導師の声には参列者の思いが込められている。 

参列者の声を聞き、思いを理解して、儀礼に臨む。自分の背中で思いを受けて、それを

あの世へと届けていく。 

意味が分からない読経（この世とあの世をつなぐ声）の後には、日常のことば（この世

の声）で、その儀礼の意味を伝えること。非日常と日常の組み合わせによってこの世と

あの世の結びつきが深くなる。 
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